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審査結果の要旨

地球上に誕生した生物の進化について、 Bamford 等はウイルスが最初に出現し、ウイルスが細菌等

の細胞の形成に関与してきたとする説を提唱している。本研究は、その仮説を基に、始原菌に近いと

される好熱菌から好熱性ファージを新たに単離し、溶菌化／溶原似樹誇、ゲノム複撃射針蒋等の生活環を

明らかにするとともに、他の細菌やファージとの遺伝子交雑キ噺規転移因子の角勃庁を通じて、始原フ

ァージと生物の進化との関連について研究成果をまとめたものである。

(1) 温泉土壌から始原菌に近いとされる高度好熱菌Thermusth 臼加l]Jhil usTZ2 を単離し、ゲノム上に

潜伏していた新規好熱性ファージがN93 を誘発した。中間93は、二本鎖環状DNA を保有し、これ

までに単離されたあθrmus ファージの中でゲノムが最も短く、 GC含量が宿主ゲノムと同様に高

い最も女熱性の性質を帯びたファージで、始原ファージに近いと推定した。

(2) cplN93 ゲノムの塩基調訪日の完全解読から、コードする 39個の遺伝子群を推定し、溶菌サイクノレ

と容原化サイクノレの転写ユニットを解明した。溶菌に関与する樹熱性lysozyme の精製とゲノム

上の遺伝子を特定し、溶原化における宿主ゲノムへの組み込み樹薄を明らかにした。また、ゲノ

ム DNA の宿主内での複製機構に関して、複製開始遺伝子を特定し、この遺伝子を組み込んだ

1万θrmus-E coli 間のシャトノレベクターを構築した。

(3) Thermus thermophilus TZ2 のゲノム上に存在する新規IS因子 （IStaqTZZ; を見出し、申IN93 の

ゲノムへ転移する現象を初めて観察し、宿主のゲノムとファージゲノム開の遺伝子交奈齢鋭蕎を解

明したocplN93 と始原菌に近い Therm us及びその類縁の細菌との遺伝子とも強長が見出された

ことから、中IN93 は始原菌や始原ファージの進化の中心的な役割を果たしてきたと推定した。

以上のように、本論文ではモダンファージの原型となる始原ファージ中間93の生活環、及。漣化に

おける儲ljについて明らかにした。また、女孫姓ファージ料呆有する耐熱性lysozyme やDNA の複製

樹曹は、バイオテクノロジーの産業手lj用の観点からも極めて興味深く、難分解性物質の可溶化や鵬L

性酵素群の女磁調内での大量生産に利用する発現ベクターの構築につながるものである。

よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。




